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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

知 的障 害 や 発 達障 害 の あ る児 童 は 、 実行 機 能 （ 目標 に 向 か って 計 画 的 ・持 続 的 に 取り 組 む 力 ）に

弱 さが あ る 。 実行 機 能 の 要素 で あ る 「抑 制 」（ 課 題に 関 連 し ない 刺 激 に 注意 が 向 か ない よ う に する 、

課 題に 関 連 し ない 反 応 が 出な い よ う にす る 力 ） は、 小 学 校 段階 の 子 ど もた ち の 学 習や 生 活 を 支え て

い る。 効 果 的 な支 援 方 法 を考 案 す る ため 、 抑 制 がど の よ う に働 く か と いう 抑 制 方 略を 明 ら か にす る

こ とが 重 要 で ある 。 こ れ まで の 研 究 から 抑 制 方 略は 、 反 応 性制 御 （ 葛 藤場 面 に 出 くわ し て か ら注 意

や 反応 の 制 御 を始 め る ） と順 向 性 制 御（ 葛 藤 場 面に 出 く わ す前 に 注 意 や反 応 の 制 御を 始 め る ；注 意

や 反応 の 構 え を事 前 に 作 る） の ２ つ に分 か れ る こと 、 さ ら に順 向 性 制 御は 顕 在 制 御（ 注 意 の 構え を

事 前に 意 識 的 につ く る ） と、 潜 在 制 御（ 注 意 の 構え 事 前 に 無意 識 的 に つく る ） に 分か れ る こ とが 明

ら かに さ れ て いる 。 本 研 究で は 、 小 学校 特 別 支 援学 級 に 在 籍す る 児 童 を対 象 と し て、 潜 在 制 御と そ

の 関連 要 因 を 明ら か に す るこ と を 目 的と し た 。  

小 学校 特 別 支 援学 級 に 在 籍す る 児 童 １～ ６ 年 生 2 4 名 に 抑 制 方略 を は か るパ ソ コ ン 課題 （ フ ラ ンカ

ー 課題 ） を 実 施し た 。 フ ラン カ ー 課 題は 「 ＜ ＜ ＜＜ ＜ 」 や 「＜ ＜ ＞ ＜ ＜」 の よ う な刺 激 が 次 々に 現

れ るの を 見 て 、中 央 の 矢 印の 向 き を 答え る も の であ る 。 矢 印の 向 き が 揃っ て い る とき は 反 応 が早 い

が 、揃 っ て い ない と 反 応 が遅 れ る 。 この と き の 反応 の 遅 れ が小 さ い ほ ど抑 制 の 能 力が 高 い （ 横の 妨

害 刺激 へ の 注 意を 抑 え る 力が 強 い ） と考 え る こ とが で き る 。ま た 、 矢 印の 向 き が 揃っ て い な い刺 激

が 連続 し て 提 示さ れ る と 、反 応 の 遅 れは 小 さ く なる 。 連 続 して 提 示 さ れる と 中 央 の矢 印 へ の 注意 が

無 意識 的 に 維 持さ れ や す くな る か ら であ る 。 そ こで 、 矢 印 の向 き が 揃 って い な い 刺激 が 連 続 して 提

示 され る 条 件 と矢 印 の 向 きが 揃 っ て いる 刺 激 が 連続 し て 提 示さ れ る 条 件を 設 定 し 、成 績 を 比 較し

た 。成 績 の 差 が大 き い ほ ど、 潜 在 制 御が 高 い こ とを 意 味 す る。 本 研 究 では そ う し て得 ら れ た 潜在 制

御 の得 点 と 、 児童 の I Q や AS D 特 性、 A DH D 特 性 など と の 関 連を 分 析 し た。  

本 研究 の 結 果 から 、 知 的 障害 や 発 達 障害 の あ る 児童 に お い て、 A DH D 特 性が 強 い ほ ど潜 在 制 御の

弱 さが あ る こ とが 明 ら か とな っ た 。 A D H D 特 性 が強 い 児 童 は、 注 意 の 構え が 環 境 の変 化 に よ って 無

意 識的 に 変 化 しづ ら い こ とを 意 味 し てい る 。 こ れら の 特 徴 が、 妨 害 刺 激へ の つ ら れや す さ の 背景 に

あ る可 能 性 が 示唆 さ れ た 。  

【研究成果発表方法】 

  

・本研究の成果について、日本特殊教育学会等の研究大会において学会発表及び論文投

稿を行う予定である。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


